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１．IAMカルチャーコレクションカタログ

　IAMカルチャーコレクションカタログ
 （IAM Catalogue of Strains ; IAMは Insti-
tute of Applied Microbiology）は、分子細
胞生物学研究所が収集、分類、保存してき
た微生物・微細藻類株のカタログリストで
ある。カタログ（第２版１９９８年刊）には、
細菌４７７種、１， ３２４株、酵母１６５種、３５２株、
糸状菌４２９種、９７５株、微細藻類１７７種、２６５
株　合計１， ２４８種、２， ９１６株が記載されて
いる。菌株リストは、学名・保存番号・由
来・他機関保存番号・分離源・文献など２０
項目に及ぶ情報が記載されている。

IAMカルチャーコレクションカタログ
分子細胞生物学研究所 三 浦 義 治
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　本シリーズは、学内所蔵コレクションを

紹介する記事であるはずなのですが、分子

細胞生物学研究所には、残念ながら、特殊

文庫が存在しません。

　今回、紹介するコレクションカタログは、

図書のコレクションカタログではなく、微

生物や微細藻類のコレクションカタログで

す。カルチャーコレクションのカルチャー

 （Culture）は、文化の意味ではなく、培養と

いう意味で用いられています。

　研究の成果として分離同定された菌株が、

どのように保存され、利用されているのか

などとても興味深く思われました。学術的

に価値があり、かつ産業界にも役立ってい

る研究の最前線について、カタログの紹介

とあわせてこのカタログにまつわる周辺の

話題を取り上げていただきました。

（分子細胞生物学図書室）
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　これらの保存株は国内外から採集、収集
されたもので、１９３０年代の頃からのものを
含め「生きた状態」で連綿と保存されてき
た。
　国内外の研究者はこのカタログにより、
IAMカルチャーコレクション記載株の分
譲を受けている。分子細胞生物学研究所に
おいて分譲配布事業を始めてから既に５０
年に及んでいる。内容的にも世界の株保存
機関のカタログと比べ、より充実した情報
を提供している。
　また、カタログとともにインターネット
上において IAMカルチャーコレクション
のホームページ（http://www.iam.u-tokyo.

ac.jp/misyst/ColleBOX/IAMcollection.

html）を公開し、問い合わせ、分譲依頼を
受け付けている。
 

２．IAMカルチャーコレクション

　IAMカルチャーコレクション（IAM 

Culture Collection）は、１９５３年の東京大学
分子細胞生物学研究所の前身である東京大
学応用微生物研究所の創立と共に運営を始
めた。分類学的位置の決められた株を、そ
の情報と共に広く提供し、研究、教育およ
び微生物産業の進展に貢献することを目的
としている。
　コレクションは、農学部農芸化学科醗酵
学教室保有の微生物株を譲り受け、これを
柱として発足した。当初の保存株は、醗
酵・醸造に関する微生物が主であった。そ
の後、微生物学および微生物工業の進展と
ともに、広く非病原の微生物を対象とする
コレクションに発展した。１９５７年には微
細藻類のコレクションが設立された。１９８９
年に微生物微細藻類総合センターが設置さ
れ、微生物と微細藻類が統合された。１９９３
年、微生物の他に高等動植物細胞をも研究
対象として応用微生物研究所から分子細胞
生物学研究所に変わった。しかし、IAM

カルチャーコレクションの事業の重要性は
変わることなく細胞機能情報センターのバ
イオリソーシス研究分野が引き続き事業を
行い、今日に至っている。

３．研究とその周縁について

　微生物・微細藻類の研究は、形態学、化
学分類学、遺伝子を用いた分子系統学的手
法などにより、同定を行い、微生物などが
持つ機能や特徴を明らかにすることにより、
内外の研究者に得られた成果を十分に活用
できるようにしている。
　また、細菌、酵母、糸状菌及び微細藻類
などの広い範囲の微生物の系統分類、系統
進化について研究を行い、微生物の多様性
を明らかにするとともに、微生物系統分類
学の確立に寄与している。
　株の保存のために継代培養、流動パラ
フィン重層、凍結保存（－ ８０℃、液体窒素

IAMカルチャーコレクションカタログ

カタログ中の見出し語など
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中の－ １９６℃）、凍結乾燥、L-乾燥などの各
保存法を適用して長期安定保存化を行って
いる。

４．カルチャーコレクションの役割

　自然界の環境は多様である。そこに棲息
している微生物もまた極めて多様である。
その中から我々は研究や生産に役に立つも
のを探し出して用いてきた。酒、ビール、
醤油など醸造品・食品、抗生物質、抗ガン
剤、酵素、ビタミン、化学調味料、ホルモ
ンなどの生産である。また、環境浄化、微
生物農薬、空中窒素固定による「生きた」
飼料、あるいは新しい食糧源、工業原料、
エネルギー資源として幅広く利用されてい
る。
　このように微生物に秘められた無限の可
能性を、当研究所初代所長 坂口謹一郎先生
は、「微生物に期待して、今だかつて裏切ら
れたことはない」と表現されている。有用
な物質を生産する微生物であっても生育が
遅いなどの欠点があれば、従来は工業化が
困難であった。しかしながら、最近の遺伝
子工学の手法の進歩によってこの問題も解
決されつつある。有用物質生産に関する遺
伝子を、大腸菌や酵母などの増殖能の大き
い微生物に組み込んで、発現させることが
可能になったからである。こうして有用な
微生物の範囲は飛躍的に拡大されつつある。
自然界からの有用な微生物の探索、分離、

収集と、遺伝子工学の手法とは、バイオサ
イエンス推進における車の両輪をなすもの
といえよう。微生物は死滅し易く、性質が
変わり易い。その活用には安定に保存する
ことが不可欠である。また、微生物の性質
を調べ、その種類を正しく定めておくこと
は、適切で、効率的な微生物の活用のため
に必須なことである。種類を明らかにした
多くの微生物を保存して、微生物の研究・
産業に常時提供する機能を果たすのが、カ
ルチャーコレクション　＝ 微生物株の収集、
保存、分譲機関の役割であって、すべての
微生物研究の基盤をなすものである。
　日本は１９９３年に生物多様性条約を締結
した。動植物の保護などの他、遺伝子資源
として有用微生物・微細藻類の重要性があ
らためて認識されている。他国の遺伝子資
源保護政策に遅れることなく、２００２年４月
には生物遺伝資源センター（NBRC）が開
設され、カルチャーコレクションの利用を
展開している。

５．IAMカルチャーコレクションから生ま

れた「幻の泡盛」

　沖縄の特産である泡盛が広く好まれ、デ
パート、酒店での売れ行きは年々上がって
いるそうである。泡盛は、Aspergillus 

awamori、 Aspergillus saitoi、Aspergillus 

usamiiなどの黒麹菌で醸造される世界で
も例のない酒である。近年では沖縄サミッ
トで各国元首に飲まれ、古くは江戸時代末

アンプル保存株と培養されている菌

保管庫の中（人物は著者）
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期の黒船到来で知られるペリー一行らが琉
球（当時）での晩餐会においてフランスの
リキュー酒のようだと印象を語っている。
　戦前の沖縄県首里には多数の泡盛酒造所
があったが、１９４５年の沖縄戦で灰塵に帰し、
酒屋ごとに伝えられてきた個性豊かな黒麹
菌も消滅してしまったものとされていた。
しかし、１９３５年故坂口謹一郎東大名誉教授
らによって沖縄の酒造所６８箇所の麹、発酵
桶、周囲の土壌などから採集された黒麹菌
が 60有余年を経て、東京大学分子細胞生
物学研究所に現存していることがわかり、
伝統の黒麹菌の復活が遂げられ、失われた
伝統の味を現代に甦らせることができた。
　この間のことについて、１９９８年６月２３
日付沖縄タイムスの一面に「戦禍越えた黒
こうじ菌」というセンセーショナルな見出 

しで大きく紹介され、つづいて朝日新聞が
 「よみがえる幻の泡盛」として報じ、天声人
語にも取り上げられた。さらに、TBSテレ
ビの筑紫哲也 NEWS ２３で特集「甦るか？
幻の沖縄泡盛」が放映されるに及び、「幻の
泡盛」造りに着手した酒造メーカーに全国
から予約が殺到した。
　沖縄国税事務所鑑定官、酒造メーカーの
方々の大変な努力で、ついに２０００年春、沖
縄の酒造メーカーから、沖縄の酒器の中で
もとりわけ格式の高いゆし瓶桐箱入りで幻
の泡盛「御酒　うさき」として発売され、
多くの人々に芳醇な香りと深い味わいを提
供した。
　以上のロマンに満ちた出来事も知らず、
今も微生物株保管庫に「幻の泡盛」菌は静
かに眠っている。

泡盛うさき　きり箱とゆし瓶
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　駒場図書館が開館してほぼ一年、利用の
便にすぐれた機能性を感じつつも、とまど
い・不満を覚えることがある。
　一つはマナーの問題である。夏学期の試
験中という事情もあって、非常に利用者が
多く、ややざわついていたのはいたし方な
いとして、携帯のメールで情報をやりとり
しているという場面に頻繁にでくわしてし
まった。電車の車内でよく見るのと同じ光
景が図書館でひろげられているのにはとま
どいを覚えたが、話をするのとメールとは
別だという感覚でもあるようだ。パソコン
はいいのに、それとどう違うかということ
にもなろうし、ただ禁止というのでは一掃
できないように思われる。新しい状況で、
どう新しいマナーを定着させるかというこ
ととして考えるしかない。

＊　＊　＊　＊　＊
　それとは質の異なるとまどいが、現実に
配架された研究図書・参考図書のなかで、
生じるのも禁じえない。
　駒場図書館は、教養学部図書館と八号館
図書室とを統合して成った。八号館図書室
は、後期の専門課程（三、四年生）と大学
院の研究・教育に対応するものであった。
駒場図書館が、総合文化研究科に対応する
図書館として、専門性をもつのは当然であ
り、統合もその点で当然といえる。しかし、
八号館図書室が有していた専門性が、新し
い図書館のなかで、どうにも中途半端に
なってしまったというのが、そのとまどい
である。
　とくに、参考図書については、一、二年
生から大学院学生までが共用する参考図書
がどう構築されるべきか、あまりきちんと

した検討がなされずにきた。わたし自身が
図書委員としてその参考図書の移転作業の
当事者であったが、何を配置するかという
ことをスペースとの関係で考えるのが主で、
基本設計の十分でなかったことが振り返ら
れる。できあがった参考図書コーナーのな
かに立つとき、なにか違うという思いで、
そのことが反省させられる。
　現状は、一、二年生にとっても、大学院
学生にとっても中途半端ではないかと感じ
るとともに、参考図書の重視と、その機能
の充実とは、とくに駒場図書館のために重
要だと思うのである。
　一、二年生に対して、参考図書は、ただ
置いてあればすむものではない。何を、ど
ういうときに用いるべきか、それによって
どう調べることができるか、というガイダ
ンス（はやい話が、調べ方の手引き、ある
いは、案内）なしには有効な利用は難しい。
わたし自身は、文科系の一年生のための基
礎演習（大学で学ぶことを学ぶための授業、
と性格づけられる）にあたって、参考図書
の解説を、図書館で（今年は駒場図書館で。
昨年までは八号館図書室で）本を実地に手
に取って見せながらおこなうことにしてい
るが、いつの年も、要領のいい案内が備え
られてほしいと思うのである。機能の充実
というゆえんである。自分でわかるように
なればよいと、自然成長に委ねることでは
できない。そして、それは、専門にすすん
だときにも有効なはずだ。
　大学院生のためには、より専門的なもの
がもとめられる。当然、こちらの集合体の
ほうが、一、二年生に対するものを包摂す
るが、それを、データベース検索との連繋

駒場図書館について 　　マナー／参考図書

大学院総合文化研究科教授　神野志　隆　光

ぶっくぽすとNo.８
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を含めて、どこまで広くし、専門化するか。
大学院学生の参考図書としての専門性のた
めに、あらためて、それぞれの分野から、
それこそ衆知をあつめて、あるべき参考図
書の構築（駒場キャンパスの各研究室で収
集している図書を含めても専門研究書の蓄
積が不十分であるのを参考機能でカバーし
たい）に向かう必要がある。

＊　＊　＊　＊　＊
　一、二年生のための参考図書案内の必要
をいったが、印刷されたかたちにこだわる
ものではない。冊子でもいいが、ディスプ
レイ上の案内でもよい。それを図書館の
ホームページに公開してもよい（国立国会
図書館の「テーマ別調べ方案内」とは違っ
た特色をもつものが作れるであろう）。そ
のほうが簡便かもしれない。さらにいえば、
参考図書自体、書籍のかたちということか
ら脱して考えるべきだと思う。
　駒場図書館の二階には「メディアパーク」
も「情報検索コーナー」も設置されている。
各種データベースへのアクセスがそこで可
能であるが、それと、参考図書の機能とは
かかわりあう。そちらのほうが、むしろ書
籍より簡便なものとして、利用度が高いか
もしれない。だからといって、書籍が無用
というわけでは当然ない。そうした情報検
索と、さらに、CD、あるいは、DVDを参
考図書のなかに組み込むこと、あわせて全
体を参考図書機能として考えるべきなので
ある。そうした機能をもつ場所として、参 

考図書を構築しなければならない。そのた
めに、URL情報への信頼性（インターネッ
ト検索で事足れりとする傾向がなくもない
が、そんなことを払拭したい）、CD検索の
確実性等、情報教育とのリンケージも必要
になる。
　CDといったのは、わたしの専門分野で
いえば、『国歌大観』、『万葉集』、『二十一代
集』、『八代集』、『源氏物語』、『平安遺文』、
 『大正新脩大蔵経』等々が続々と CD化され
たことを思い、また、中国ですすめられて
きた大規模な類書の CD化も思いうかべら
れるからである。とくに中国では、『四庫
全書』、『四部叢刊』といった、とてつもな
いものまで CD化されるにいたった。しか
し、価格が、百万円を越え（『四庫全書』）、
数十万円（『四部叢刊』、『国歌大観』）、安く
て数万円ということになると、個人で購入
できるものでは、もはやない。科研でもあ
たらなくちゃ、とつぶやくことにもなるが、
参考図書の問題として考えるべきではない
かと思うのである。同じことは他の分野に
もあるはずだ。
　一、二年生のためには調べ方の案内があ
り、専門的な調査にも十分応えられ、デー
タベース検索もできるし、『四庫全書』『四
部叢刊』のような CDの利用もできる、そ
ういった参考図書（参考機能）を作りたい
ということである。
　参考図書の再構築は、駒場図書館にとっ
て先送りできない課題だと考える。

駒場図書館３階参考図書コーナー（正面奥）
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　私は平成１４年度東京大学国際交流担当
職員在外研修（長期）の派遣者として、平
成１４年９月２７日から平成１５年３月２３日
まで、英国ウォーリック大学に滞在した。
ウォーリック大学では主に留学生のための
集中英語コースに参加したが、滞英中に
ウォーリックを初めとしていくつかの大学
図書館を訪問することができた。ウォー
リック大学、オックスフォード大学、ケン
ブリッジ大学図書館について、理科学系図
書館事情を含めて概略を報告する。

・ウォーリック大学図書館

　蔵書約１００万冊。セントラルキャンパス
に全分野を集中した図書館がある他、別
キャンパスに Biological ScienceとMathe-

maticsの学科図書館がある。中央館の建
物の１階は２００台の端末が設置された学生
コンピューターセンターが占めていて、日
中は大体いつも電子メール、インターネッ
ト、ワープロ等利用の学生で順番待ちの行
列ができていた。２階から６階が図書館部
分でエントランスは２階。多くの学生が行
き来して活気に溢れている。貸出し専門デ
スクの反対側に参考デスクが設けられてい
て、図書館員が交替で参考質問に対応する。
 図書館では Humanities、  Social Sciences、
Science等のサブジェクト・ライブラリアン
がチームを構成し、ユーザー教育や研究サ
ポートに当たっている。受入逐次刊行物
 ５， ０００タイトル以上の他、電子ジャーナル
は６， ０００タイトル。E-bookも購入し、デー
タベースの種類は数多く、電子資料は非常
に充実していた。ITサービスで ATHENS
※１の登録を行い、パスワードを用いてキャ
ンパス内外から電子資料へアクセスが可能

である。さらに館内には利用者教育用に設
計された学生用 PC １６台とチューター用の
PCを備えた部屋があり、ここで留学生向
け、各種データベース講習会が開催されて
いた。これらの講習会ではサブジェクト・
ライブラリアンやシステム部門の職員が講
師となる。ウォーリック大学には留学生が
非常に多く、図書館でも留学生向けの利用
教育には力が注がれていた。サイエンス・
チームでは業務における利用者教育の比重
が高まっているとのことだった。
　英国へ来てから一般図書館スタッフとは
別にアカデミック・ライブラリアンという
職名があることを知ったが、日本では直接
該当するポストはないそうである。お話し
したライブラリアンの方々の専門性の高さ
はすぐに窺われ、日本の大学図書館職員の
専門性向上を考える上で、学ぶべきところ
が多かった。

・オックスフォード大学図書館

　蔵書約７００万冊。オックスフォードは英
国内最大の図書館システムを有する大学。
カレッジ、学科、学部図書館の他ボドリア
ン図書館グループが存在する。
　Radcliffe Science Libraryはボドリアン
図書館グループの１館である。ボドリアン
図書館の図書は原則として貸出を行わない。
Legal Deposit Library※２に指定されている
ので、図書館にはすべての英国内科学関係
出版物が無料で寄贈される。
　建物は地上３階、地下２階でフロアーに
よって医学、生命科学、物理科学の分野に
分けられている。１階はメインエントラン
スホールで利用者用端末が多数設置されて
いる。各階の閲覧スペースは広く、内部装

英国の図書館を訪問して

理学部生物学科図書室　山　谷　弘　美
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飾も美しい建物である。サイエンス・ライ
ブラリーは貸出館でないため、ほとんど常
に館内で蔵書を利用することができ、すべ
ての図書と雑誌が OPACに登録されてい
る。オックスフォード大学の OPACシス
テム OLISには蔵書リクエスト機能があり、
閉架書庫の資料について利用者が OPAC

からリクエストすると、書庫から閲覧カウ
ンターまで資料が届くようになっている。
OLIS OPACや E-resourceへはオックス
フォード内のネットワークを通じてアクセ
スが可能である。OPACを利用した書庫
資料請求システムは英国内他の図書館でも
導入されているのを見かけた。
　多数の図書館が存在するオックスフォー
ド大学だが、２０００年に新しく図書館統合
サービスである Oxford  University  Library

Service（OULS）が形成され、ボドリアン
図書館を中心に全体的に統合していこうと
いう動きが進みつつあるそうだ。OULSで
はHumanity、Social Science、Scienceの３
つのグループが縦ではない横の繋がりを
持っている。館員の方のお話から統合化の
流れの中、サイエンス・ライブラリーが着
実に発展してきた様子が窺われた。なお、
オックスフォードには学生と教官が共に属
する生活共同体である特殊なカレッジのシ
ステムがあるが、カレッジ固有の図書室は
予算もカレッジが持っており、OULCへの
統合の対象にはなっていない。

・ケンブリッジ大学図書館

　ケンブリッジ市内に大学の各カレッジや
図書館が分散している。ケンブリッジ大学
図 書 館 は 本 館 の University Library、 
Medical Library、Betty and Gordon 

Moore Library、Scientific Periodicals 

Library、Squire Law Libraryの５館から
構成されている。蔵書は約７００万冊。大学
図書館以外に学部や学科図書室、各カレッ
ジの図書室があり、主に学部学生の教育を

サポートしている。
　ケンブリッジ大学図書館は著作権法に
よって定められた６納本図書館のうちの１
館である。これらはスコットランドと
ウェールズの国立図書館、ダブリンのトリ
ニティカレッジ図書館、大英図書館、オッ
クスフォードのボドリアン図書館、及びケ
ンブリッジ大学図書館であり、無料で国内
 （英国及びアイルランド）出版者から図書、
雑誌等出版物の納本を受け保存している。

・SPL Library

　（Science Periodicals Library）

　インフォメーションセンターからも近い、
ケンブリッジの中心部分、大学の Arts 

School Buildingの２、３階にある。図書館
の歴史は古く、１９世紀初頭に Cambridge 

Phiolosophical Societyの図書室として創設
された。１９７６年からケンブリッジ大学図
書館の１館である。２００１年に姉妹館の
Betty and Gordon Moore Libraryが開館し、
SPLから物理科学、数学、工学系の蔵書を
移動した。
　１９世紀に学会の図書室として始まった
という歴史があるため、外国との学会の資
料交換で学会出版物のコレクションが築か
れた。SPLの所蔵資料は逐次刊行物が中心
である。所蔵種類タイトルは６， ０００で現行
タイトル数は２， ０００。蔵書は１０万冊。中心
分野は生物、化学、地球、環境科学。学部
学生へのサポートは主にカレッジが担って
おり、高等レベルの研究支援中心の図書館
である。館長のお話では、電子化の流れに
より学内で共同化への需要が高まってきて
いるそうである。

・Betty and Gordon Moore Library

　SPLから徒歩で２０分位。市の中心部を
はずれ、数理科学センターとアイザック・
ニュートン研究所のそばに、大学図書館の
最新館、現代的な円形の建築物である



Vol． ４２ No． ５ ２００３． １０ 図書館の窓

－７７－

Betty and Gordon Moore Libraryが建って
いる。SPL図書館、大学本館、前学科図書
室（応用数学、理論物理、純粋数学、数理
統計）の４ケ所から蔵書移動が行われた。
将来にわたって学生、研究者のニーズを満
たす２１世紀型図書館としてデザインされ、
印刷媒体、電子情報ともにサービスするハ
イブリッド図書館である。

・分野
純粋及び応用数学、天文学及び天文物
理学、コンピューター科学、技術、物
質科学、物理学、工学。

・建物
４階建て。１５万６千冊の収蔵力。PC

約７０台。館内座席数約３００席。受入雑
誌収容力：２， ０００タイトル。３階には
LC分類による図書のコレクション、
２階には図書と新刊雑誌のディスプ
レー、及びスティーブン・ホーキング・
アーカイブがある。１階には印刷体、
電子体の参考図書コレクション、新着
図書展示コーナー、製本雑誌書架、事
務室とサービスカウンターがある。地
下１階には製本雑誌収蔵の５， ０００メー
トル以上の書架スペースと学習室、
PC ５０台が設置されている。

・利用
入館にはリーダー登録が必要だが、大
学院生以上等の利用者はスタッフ不在
時を含めて２４時間入館が可能。

 

　ケンブリッジには伝統的な古い建物が多
いが、この数理科学センターの周辺キャン
パスは現代的で、図書館の円形の建物を含
め研究所群とトータルにデザインされてい
る。館内は明るく、地下にも自然光が差し
込む構造で、学習空間としても機能的であ
る。円形の建物の中央にエレベーターがあ
り、建物自身がよくデザインされたコン
ピューターのような未来的な印象を受けた。
２１世紀型図書館はただ資料を収集するだ
けでなく、訪れる人にとって快適な空間で
あることが益々重要になるのではないだろ
うか。
　英国滞在中の図書館訪問を通じて、ゆと
りということと、長期的な視野で物事を考
えるという姿勢が最も印象に残ったことで
ある。

※１ ATHENS：データベース利用許可のためのユー
　ザー認証システム。

　各データベース毎に異なるパスワードを用いなく
ても、１つの ATHENSの IDとパスワードで大学が
契約する複数データベースへアクセスできるように
設計されている。ATHENSを使用するデータベー
スはキャンパス外からもアクセス可能である。利用
PCの IPアドレス認証によらないので、特に遠隔利
用には便利である。

※２ Legal Deposit Library：法定納本図書館

　著作権法の法定納本制度により、英国及びアイル
ランドで出版されるすべての印刷物について、無償
納本を受ける権利を有する図書館。英国図書館の他、
オックスフォードのボドリアン図書館、ケンブリッ
ジ大学図書館、スコットランド国立図書館、ウェー
ルズ国立図書館、ダブリンのトリニティ・カレッジ図
書館の６館が指定され、協力関係にある。英国図書
館は他の５館と若干異なり、出版者は請求がなくて
も出版後１ヶ月以内に出版物を納本するよう求めら
れている。

Betty and Gordon Moore Library
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１．はじめに

　大学図書館は、資料の収集、保存、提供
をすることにより、学術情報の流通に重要
な役割を担ってきました。近年、その学術
情報（特に海外学術雑誌）をとりまく環境
が大きく変わってきています。
　電子ジャーナルの普及によって利用者の
便が数段に良くなった一方で、毎年大幅に
値上りする雑誌購読価格に、図書館は大量
の購読中止を余儀なくされています。
　雑誌価格の上昇は、単に図書館にとって
だけの問題ではなく、将来の学問にとって
の大きな問題として知られるようになって
きました。いわゆる「学術コミュニケー
ションの危機」が叫ばれています。
　このような環境の中で図書館は何ができ
るのでしょうか。今、図書館が研究者自身
による学術情報の発信を積極的に支援し、
学術情報流通のシステムを変えていこうと
する動きがあります。今回はそうした運動
の代表である SPARCを紹介します。

２．SPARC（スパーク）とは

　SPARC （Scholarly Publishing and Aca-

demic Resources Coalition）とは、価格高騰
を続ける学術雑誌に対応を図るべく１９９８
年に北米研究図書館協会 （ARL : Association

 of Research Libraries）によって創設された
プログラムです。商業出版社による高価格
の雑誌に対抗して、学協会が低価格で質の
高い雑誌を刊行することを支援し、出版市
場に競争原理を働かせようとする動きです。
　なぜ学術雑誌の価格が高騰するのか、い
くつかの原因を見てみましょう。ひとつの
要因は、研究成果つまり論文量／数の増加
によると考えられています。これにより雑

誌１誌あたりのページ数が増え、出版経費
の上昇につながります。研究成果の増加と
ともに大きくなった学術雑誌市場に商業出
版社が進出し、これまで学協会が刊行して
いたタイトルを次々と吸収していきました。
その結果、現在ではいくつかの大手出版社
が市場の大部分を独占している状況になっ
ています。学術雑誌市場には実質的に競争
原理が働かなくなり、大手出版社による価
格の値上げはとどまるところを知りません。
図書館は、雑誌の値上りと予算の逼迫に
よって購読中止を余儀なくされますが、出
版社はこうした購読部数の減少をさらなる
雑誌の値上げによって補います。このよう
ないたちごっこが続き、なかなか効果的な
解決策がない状況でした。
　このような状況に危機感をもった北米の
ライブラリアン達は、SPARCを創設する
ことにより商業出版社に支配された出版シ
ステムに対抗しようとしました。SPARC

は学協会を支援し、高額な大手出版社の雑
誌に代わる低価格で質の高い雑誌を創刊し、
既にいくつかの成功例をあげています。
　例 え ば 大 手 出 版 社 の Tetrahedron 

Letters （２００１年の購読料は９， ０３６ドル）に
対抗してSPARC系の雑誌Organic Letters

 （２００１年の購読料は２， ４３８ドル） を創刊しま
した。Organic Letters は価格が格段に低
いだけでなく、雑誌の名声を測るインパク
ト フ ァ ク タ ー（注）に お い て も
Tetrahedron Letters を上回っているとい
う成果が実証されています。また Organic 

Letters の創刊により、大手出版社の
Tetrahedron Letters の値上げ率を低く抑
える効果もありました。  現在、  SPARCの動
きは世界中に広まってきており、SPARC 

学術コミュニケーションに関する大学図書館の取り組み
第１回　SPARC

館報編集委員　　武 居　総 子
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Europeに続き２００３年には日本版 SPARC

 （SPARC/JAPAN）が立ち上がりました。

３．国内の外国雑誌をとりまく状況

　SPARC/JAPANについて説明をする前
に、日本国内の外国雑誌をとりまく状況を
見てみましょう。国内で収集される外国雑
誌のタイトル数は、１９８９年までは順調に増
加してきましたが、１９９０年代に入ってから
は毎年減少を続けています。文部科学省・
国立情報学研究所の調査集計によると、
１９８９年がピークで約３８， ０００誌あったもの
が、２００１年には約２０， ０００誌に減少してい
ます。一方で世界の雑誌刊行数が増加して
いることを考えると、国内の外国雑誌コレ
クションの減少はまさに「危機」と言わざ
るを得ません。
　東京大学においても、値上がりを続ける
外国雑誌のコレクションを維持することが
できなくなり、大幅な購読雑誌の見直しを
行っています。１９９７年からは学内での重
複調整を行っています。各部局図書館 （室）
の大量の購読中止の結果、ある雑誌の学内
所蔵がなくなってしまう状況を避ける目的
と重複購入による支出額の無駄を減らすた
めです。特に電子ジャーナルが普及してか
らは、学内で重複して購入する必要がなく
なりました。つまり１大学を１サイトとして
ライセンス契約することにより、学内で１
誌購読すれば全学でオンラインジャーナル
を利用できる契約が主流となったからです。
　しかし電子ジャーナルが普及しても、期
待したほどの支出額削減の効果はありませ
んでした。逆に出版社が冊子と電子ジャー
ナルのセット販売を行うことにより、図書
館は相変わらず学術雑誌のための経費確保
に四苦八苦している状態です。

４．国立大学図書館協議会の活動

　このような状況下で立ち上がったのが国
立大学図書館協議会（以下、国大図協）の

電子ジャーナルタスクフォース（２０００年９
月設立）です。複数の図書館がコンソーシ
アム（図書館連合体）を形成して出版社と
直接交渉をすることにより、電子ジャーナ
ルパッケージのすべてにアクセスできる契
約（Big Deal）が可能となりました。こう
した努力により、東京大学を始めとする国
立大学において利用できるタイトル数は増
えてきました。
　また国大図協は、コンソーシアムのコン
ソーシアムである国際図書館コンソーシア
ム連合（ICOLC : International Coalition of 

Library Consorsia）に加盟し、国際的な動
きと連携を図っています。現在、国際的に
学術雑誌の電子ジャーナル化が進んでおり、
その購読にはサイトライセンス契約が主流
となっています。出版社とより良い条件で
契約をするためには、いまや図書館コン
ソーシアムの動きは欠かせません。
　このような学術情報流通における国際的
な協力体制の中で、国大図協は国際学術コ
ミュニケーション特別委員会に SPARC 

JAPANプロジェクトチームを組織し、こ
れが国立情報学研究所（NII）による
SPARC/JAPAN（国際学術情報流通基盤整
備事業）の開始につながりました。

５．SPARC/JAPAN事業

　SPARC/JAPANは国立情報学研究所
 （NII）による事業です。国内発の学術情報
が国際的に流通し、高い評価が得られるシ
ステム創りのために次のような活動を行い
ます。
　①英文論文誌の国際化支援

現在、国内で刊行される学術雑誌の国
際的な認知度は高いとは言えません。
今後、海外への研究成果の発信を促進
するためには、まず雑誌を国際誌とし
て強化することが必要です。そのため
に英文編集、査読、校正作業の支援を
行います。
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　②雑誌編集工程の電子化支援
現在でも科学技術振興機構の J-

STAGEによる国内電子ジャーナルの
発行支援が行われていますが、さらに
連携を深め、雑誌の効果的発信方法を
提案します。雑誌編集工程の電子化に
より刊行コストを低く抑えます。

　③ビジネスモデルの創出支援
国内の学協会では、電子ジャーナルを
すでに無料で公開しているところがあ
りますが、これは価格設定の戦略が定
まらないことやビジネス交渉、支払方
法において多くの問題を残しているた
めだと考えられます。SPARC/JAPAN

では、学協会に経営戦略を持った人材
を派遣し、電子ジャーナルの有料サイ
トライセンス契約の推進と販売チャネ
ルの拡大を図ります。

　④広報、宣伝活動
大学図書館に対しては、国内外に広報
宣 伝 活 動 を す る こ と に よ り、
SPARC/JAPANが 支 援 す る 電 子
ジャーナルの購読部数を増やします。
また質の高い論文が集まるように、論
文の著者であり、読者である研究者へ
事業の広報をします。

　⑤国際連携の推進
欧 米 の SPARCと の 連 携 に よ り
SPARCの支援する雑誌への国内での
ラ イ セ ン シ ン グ を、同 時 に
SPARC/JAPANの支援する雑誌への
海外でのライセンシングを図ります。

６．大学図書館の取り組み

　これまで大学図書館は「学術コミュニ
ケーションの危機」に対して、予算要求、
雑誌の購読中止、重複雑誌の学内調整、そ
してコンソーシアム交渉を行ってきました。
しかしどの活動も一定の成果を挙げたもの
の、雑誌価格の値上りに対する根本的な解
決にはなっていないのが実情です。

　一方で SPARC/JAPANは、学術情報の
発信を研究者自身が行うことで、現在の学
術コミュニケーションのあり方を根本的に
変えようとする積極的な活動と言えます。
　大 学 図 書 館 が で き る こ と は
SPARC/JAPANの意義を研究者に広報、
宣伝することです。これにより、多くの研
究者が論文の投稿先に SPARC/JAPANの
雑誌を選んでくれることを目指します。質
の高い論文が集まれば、購読希望も増え、
さらに投稿が増えることになるでしょう。
そして大学図書館は、SPARC/JAPANそ
して欧米の SPARCが支援する雑誌を購読
することにより事業に協力していきます。

７．おわりに

　大学図書館は日常的に研究者と接する立
場であり、また学術出版や流通の実情を
知っています。現在の出版界の実情を研究
者に提供し、新しいモデルを提案すること
ができる立場にあります。大学図書館は、
そうしたモデル構築のノウハウを元に
SPARC/JAPAN事業に協力し、研究者自
身が学術コミュニケーションの主導権を取
り戻そうとする新たな取り組みをサポート
しようとしています。
　東京大学においても、広報を始め様々な
取り組みを行っていくことが必要ですが、
とりわけ各分野の学協会など、学術コミュ
ニティを支える学内研究者には、こうした
自主的な学術流通改善の運動が図書館をひ
とつの軸として行われつつあることに注目
くださるようお願いします。
　SPARC/JAPAN及び欧米の SPARCの
詳細については、下記をご覧下さい。
日本    http://www.nii.ac.jp/sparc/

アメリカ  http://www.arl.org/sparc

ヨーロッパ http://www.sparceurope.org/

注：インパクトファクターとは、ある雑誌に掲載された論文が
他の論文によって引用された回数の平均値のことで、
雑誌の影響力を表すひとつの指標となります。Institute 
for Scientific Information（ISI）社が発行する Journal 
Citation Reportsに掲載されています。
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学術雑誌の価格高騰と

　学術コミュニケーションの危機

学術雑誌は学術研究に不可欠

　今日の学術コミュニケーション・システ
ムの起源は、１６６５年、英国でオックス
フォードの研究者グループが創刊した
Philosophical Transactions という学術雑
誌の誕生に求めることができます。約３４０
年前のことです。以来、今日まで学術雑誌
は、研究成果公表の手段として重要な地位
を占めてきました。現在では学術雑誌を含
む、世界で流通する逐次刊行物は、１７万誌
を超えるといわれています。

価格は高騰、タイトルは半減

　しかし、このように学術コミュニケー
ションにおいて最も重要な役割を果たして
きた学術雑誌は、近年、大手商業出版社の
市場寡占化を背景とした価格高騰と購読中
止の悪循環という危機にさらされています。
我が国では、過去１０年間で外国雑誌の受入
タイトル数はほぼ半減し、このことにより
研究者が必要とする学術情報が大学におい
て入手できない事態が生じています（図１）。
 

　武居委員の原稿でご紹介したように、国立情報学研究所では、今年度から国際学術情

報流通基盤整備事業を開始します。これがいわゆる SPARC/JAPANといわれるもので

す。国立大学図書館協議会では、国際学術コミュミケーション特別委員会に

SPARC/JAPANプロジェクトチームを置き、北米の SPARCや ICOLCとの国際連携を

図るとともに、SPARC/JAPANの立ち上げに協力してきました。

　今回、SPARC/JAPANの立ち上げに当たって、国立大学図書館協議会がこの事業にコ

ミットする立場を鮮明にすべく、ARLの Create Changeに対応する日本版 Create 

Changeを発刊することとなりました。以下にその全文を掲載いたします。全学の教

官・図書館職員には、是非全文に目を通していただき、学術コミュニケーションの改善

に積極的に関わる国立大学図書館協議会の立場をご理解くださるようお願いします。

館報編集委員会

【研究者のみなさまへ】

Create
Change

�������������������

学術コミュニケーションの変革を ！

�������������������

国立大学図書館協議会

国際学術コミュニケーション特別委員会

２００３
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図１．外国雑誌受入タイトル数（１９６２－２００１）

電子ジャーナル時代の到来：新たな負担の重圧

　一方では、この数年、学術雑誌の電子化
に急速な進展がみられ、主要な学術雑誌の
多くが電子ジャーナル化されてきました。
ところが、電子ジャーナルでは印刷、製本、
配送等の経費が不要となるため価格の高騰
が押さえられるかもしれないという期待は、
多くの場合、冊子体との抱き合わせによる
価格設定等によって裏切られ、むしろ大学
側は、冊子体の購入経費と併せ、電子
ジャーナルを導入するための経費負担の重
圧に直面しています。

電子ジャーナル化は価格高騰問題を解決しない

　私たち国立大学図書館協議会では、学術
雑誌の価格高騰と新たな電子ジャーナルの
導入に対処するため、２０００年に電子ジャー
ナルタスクフォースを立ち上げ、数十回に
及ぶ大手商業出版社との協議を行ってきま
した。その結果、一部の出版社との間で電
子ジャーナルの利用方法、価格設定などに
おいて、価格高騰の部分的抑制やアクセス
範囲の拡大といった大学側に有利な条件を
引き出すなど、一定の成果を挙げて来まし
た。また、個々の大学では、電子ジャーナ
ルの導入のため、全学的な重複雑誌の調整，
予算確保などに努めています。しかし，こ
れらの活動にもかかわらず，雑誌価格高騰
の流れを押しとどめる抜本的な解決には
至っていません。

研究者のコントロール機能喪失

　学術コミュニケーションの危機は、雑誌
価格の高騰にとどまりません。例えば、学
術論文の評価、編集、流通の一連のプロセ
ス全体が出版社のコントロールのもとに置
かれ、価格設定のプロセスに研究者は関与
できず、論文の著作権までもが出版社に譲
渡され、研究者の手から離れてしまってい
るのが実態です。
　このように、学術コミュニケーションの
コントロールが、本来主役であるはずの研
究者の手から失われていることこそ、学術
コミュニケーションの危機の本質といえま
す。

学術コミュニケーションの変革を！

　この危機を抜本的に打開するためには、
学術コミュニケーションに対する研究者自
身の意識の改革と、このシステムを出版社
主導のものから研究者中心のシステムに変
革し、とりわけ大手商業出版社に頼らない
自立した学術コミュニケーション・システ
ムの確立が必要であると考えます。

大手商業出版社に対抗する競争誌の刊行

　最近、新たな学術コミュニケーションの
試みとして、大手商業出版社の有力な学術
雑誌に対抗する新たな学術雑誌の刊行を支
援する非営利の組織、SPARC（The Schol-

arly Publishing and Academic Resources 

Coalition）の活動が推進・提唱されていま
す（詳細は次ページ「新たな挑戦－ SPARC

－」参照）。また、ピアレビュー誌でありな
がら、オープンアクセスを目指した非営利
の出版社も現れています。さらに、欧米で
は「機関レポジトリ」といって、個々の研
究者の原著論文を所属の大学からWEB上
で公開し、だれもが自由に閲覧できるシス
テムを提供する大学が増加しつつあります。
 

（国立情報学研究所の調査集計による）
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改革のための行動指針

　このように、新しい改革の動きが生まれ
つつありますが、これらは、いずれも研究
者の参加と図書館等の協力のうえで成果を
あげています。以下に挙げたものは、研究
者にとって可能な改革への行動指針と考え
られるものです。研究者の皆さんには、可
能な方法でご検討・ご協力をいただきたい
と考えます。
　・所属の学会で、高額な商業誌に対抗で

きる出版計画を検討することを勧める。
　・所属の学会で、学会誌を商業出版社に

委託している場合は、契約条項や，価
格等を調査することを勧める。

　・論文を投稿する学術雑誌が大手商業出
版社のものである場合、価格、著作権、
契約条項などを検証してみる。

　・所属学会の出版プログラムに積極的に
参加し、論文の投稿、あるいは編集委
員、レビュアーを務める。

　・可能であれば、商業出版社との契約で、
自分の論文を自由に利用できる権利を
確保するようにする。（機関レポジト
リ等に掲載する権利を留保する。）

　・高額雑誌の編集者で、かつ権限がある
場合は、その雑誌を非営利出版社に移
すか、新しいジャーナルを創刊するこ
とを検討する。

　・上述の SPARCが支援する学術雑誌の
中に、研究者自身の専門領域がある場
合は、SPARC誌への投稿を検討する。
また、SPARC誌のレビュアーあるい
は編集委員を務める。

　・学術コミュニケーションの問題や変革
への提言などについて、学部や研究室
で議論する場を作る。その際図書館員
はその場に積極的に参加し、情報提供
に協力します。

 

新たな挑戦－SPARC

・SPARCとは、北米研究図書館協会
 （ARL：Association of Research Librar-

ies）が、１９９８年に大手商業出版社の雑誌
価格高騰に歯止めをかけるため、研究者、
学協会と連携をとり、新たな研究成果発
表のシステムとして、大手商業出版社の
高額雑誌に対抗できる雑誌を刊行し、学
協会の出版を支援する目的で発足したプ
ログラムです。２００２年には、欧州で
SPARC Europeが形成されました。
・現在は、代替誌 15タイトル、学協会支援
６団体、先端的なプロジェクト５団体が
SPARCのパートナーとなっています。

 （詳細はhttp://www.arl.org/sparc/core/

　index.asp?page�c0をご覧ください。）
・SPARC誌の一例を挙げると、米国化学
会の Organic Letters は、Elsevier社の
Tetrahedron Letters（TL）に対抗する
雑誌として刊行されています。現在、同
誌は Journal of Organic Chemistry に次
いでインパクトファクター（論文被引用
頻度数指標）が高く、TL 誌をはるかに
凌ぐほどに成長しています。雑誌価格は、
TL 誌の２００３年価格に比較してほぼ３
分の１に設定されており、電子ジャーナ
ルとしても提供されています。
・また、先端的なプロジェクトとして

SPARCが支援している BioMed Central

はユニークな生物医学系出版社です。こ
の出版社の取り扱う５５以上のピアレ
ビュー誌は、無料でアクセスでき、アー
カイブも保証されています。科学研究の
進展には、研究者への無料公開が不可欠
であることを原則としている出版社です。
・研究者の皆さんには、大手商業出版社の
雑誌価格高騰の現状をお考えいただき、
SPARC誌（次ページ掲載のマークが付
されています）にご自身の研究領域の雑
誌がありましたら、その購読をお奨めす
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ると同時に、論文投稿にも積極的にご協
力くださるようお願いいたします。

SPARC/JAPANの誕生

・我が国では、国立情報学研究所（NII）が
推進する「国際学術情報流通基盤整備事
業」（通称 SPARC/JAPAN）が活動を開
始しています。

 （http://www.nii.ac.jp/sparc/）
・この事業は、科学技術・学術審議会／デ
ジタル研究情報基盤WG「学術情報の流
通基盤の充実について（審議のまとめ）」
 （平成１４年３月１２日）の提言に基づき、
日本の学協会が刊行する学術雑誌の電子
化・国際化を促進し、科学技術・学術研
究成果の一層の普及を図ることを目的と
しています。
・NIIが中心となり、日本の学協会、大学
図書館、科学技術振興機構（JST）のほ
か米欧 SPARCとも連携協力しながら、
国際的に立ち後れている国内学会誌（英
文）の電子化を促進し、我が国の学術雑
誌の国際的評価を高め、かつ適正な価格
で提供できるビジネス・モデル形成の支
援を行うことを主眼としています。
・NIIに置かれている「国際学術情報流通
基盤整備事業評議会」（議長：野依良治理
化学研究所理事長）で支援策を協議し、
支援対象学会誌について公募・選定が行
われています。研究者の皆さんには、所

属の学会等でこの動向を伝え、応募、あ
るいは論文投稿等に是非ご協力をお願い
したいと思います。
・大学図書館は、この SPARC/JAPANの
事業計画を全面的に支援します。大学図
書館は、SPARC/JAPANが支援する学
協会誌の予約購読、学内における研究者
への支援協力を積極的に働きかけていき
たいと考えています。

（２００３年１０月作成）

＊　このリーフレットは、一部 ARLの
Create Change  brochureに基づいて作
成しております。
＊　米国Create Change の邦訳は、下記の

URLをご覧ください。
　　http://wwwsoc.nii.ac.jp/anul/sparc

　　　　/create/home.html

＊　ご意見・ご質問は、所属大学の図書館、
または下記にお寄せください。

国立大学図書館協議会
国際学術コミュニケーション特別委員会
email：anul-international＠kenon.l.chiba-

    u.ac.jp

先端的プロジェクト

代替誌

非営利団体助成
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　第１回入門編でご紹介しました、電子
ジャーナルに関する問い合わせ先（以下 e-

journal） ※１には、日々さまざまなお問い合
わせが寄せられています。
　新たなタイトルの導入希望、アクセスの
不具合など、お問い合わせの内容によって、
総合図書館資料契約掛、情報基盤センター
デジタル・ライブラリ掛、冊子を購読して
いる部局図書館（室）がそれぞれ適宜対応
しています。
　今回は、これらの対応の舞台裏について
お話ししたいと思います。

１．外国雑誌の契約

　本学では、外国雑誌については平成 6年
度より契約業務が一本化され、総合図書館
情報管理課資料契約掛で全学分をまとめて
処理することになりました。
購入契約は、刊行が順調なタイトルを中心
に一括して約７， ０００点、金額にして約８億
円（平成１５年度契約実績）にものぼります。
　通常、外国雑誌は毎年１月－１２月の期間
で刊行され、前年１０月までには予約仮発注
の必要があります。契約業務もそれに合わ
せ、毎年５～６月に各部局図書館（室）か
ら報告のあった翌年の新規購入予定タイト
ル、中止予定タイトルをとりまとめて、各
部局の図書館（室）及び、図書行政商議会
 （委員の先生方）に報告することから始まり
ます。
　この報告を参考に、東大全体としてのタ
イトル種類数の確保などの観点から中止を
取りやめて復活するタイトルはないかなど、
各部局に再度ご検討いただき、夏までに学
内調整を完了します。その後、書店から見

積をとり、最も安価に購入できる業者を９
月までに決定します。契約と支払いは次年
度の４月となります。
　電子ジャーナルは雑誌が電子化されたも
のですので商習慣も雑誌と同様になってお
り、図書のような随時発注ではなく、上記
のように年単位で契約をしていくことにな
ります。

２．電子ジャーナルがリンク集に載るまで

　e-journal宛に寄せられた皆様の購読希
望は、次回ご説明します全学負担が認めら
れた大手１０出版社や、特定部局が負担して
いるタイトルを除き、次ページのフロー
チャートのような過程を経て、「東京大学
で利用できる電子ジャーナル」リンク集※２

に反映されていきます。
　追加希望タイトルのうち、料金負担が必
要なものは資料契約掛のデータベースに蓄
積され、サービス特別委員会へ提示されま
す。
　サービス特別委員会は、附属図書館の重
要事項について協議・決定する機関である
図書行政商議会の下に設けられた、利用者
サービスの向上について検討する委員会で
す。全学で経費を負担する電子ジャーナル
を導入する場合には、委員の先生方による
検討が行われます。
　毎年５月～６月に翌年購入タイトルの検
討を開始しますが、限られた予算の中で電
子ジャーナルを導入していくためには、希
望の挙がったタイトルが「全学での経費負
担になじむか」「冊子を購読しているか」「全
学で利用できるものか」等の基準にもとづ
いて選定を行わざるを得ず、委員会に提出

東京大学で利用できる電子ジャーナルについて
―第２回　舞台裏―

附属図書館　情報管理課資料契約掛
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された全てのタイトルが導入できるわけで
はありません。
　なお、委員会による全学的観点からの選
定の他、分野が限定される電子ジャーナル
の場合は、関連する単独部局又は複数の部
局が費用を分担することにより、利用でき
ているタイトルもあります。利用を希望さ
れるタイトルがある場合は、e-journal宛に
ご連絡いただく他、ご所属の図書館（室）
にもご相談いただくことをおすすめいたし
ます。

３．リンク集の維持

　契約により電子ジャーナル利用が可能と
なったタイトルは、図書館でリンク集への
登録を行うことにより、学内からの利用が
可能となります。タイトルの追加だけでな
く、利用できなくなったリンクの削除や、
URL・誌名その他の出版情報・出版社側の
システム設定の変更等があった場合は、随
時メンテナンスが必要となります。
　５， ０００を越えるタイトルのメンテナンス
は、定期的に接続を確認する他、書店や出
版社から情報が入り次第行っています。
　しかし、このような変更は図書館に事前
の通知なしに行われることも多く、利用者
から e-journal宛にお問い合わせいただい
て、初めて利用できなくなっていることに
気づくことも少なくありません。また、タ
イトルによっては継続して契約しているに
も関わらず、冊子購読書店の変更等が原因
で、年度が変わると更新手続きが必要とな
る場合もあります。
 最近ではWEB上ですぐに更新手続きが
できる出版社も増えてきていますが、通常
は書店を介して出版社に手続き依頼を行う
ため、利用回復までに時間がかかってしま
うこともあります。
　システム上の不具合や、更新手続き中の
ため一時的に利用できなくなっているタイ
トルは、リンク集のトップページに随時お

知らせしています。

＜電子ジャーナル追加検討の流れ＞

４．サイトという概念

　キャンパスが複数の場所に分散し、教育
研究を広域で展開している大学が電子
ジャーナルを契約する際、「サイト」という
概念が問題となってきます。大学全体で１
サイトになるか、あるいは複数サイトにな
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るか、サイトの適用方法によって、契約額
が大幅に変わってきます。本学のように、
本郷地区、駒場地区、柏地区・・・と、キャ
ンパスが異なる場合でも常に別サイトと見
なされるわけではなく、例えば１０� 以内
であれば１サイト、同一県内であれば１サ
イトと見なすというように、出版社によっ
てその規定はさまざまです。
　この数年は、国立大学図書館協議会の下
に国立大学に共通の問題を審議するために
設置された組織である、電子ジャーナル・
タスクフォースが中心となって出版社との
協議を行ってきました。その結果、
Elsevier、Blackwell、Springer など多くの
出版社等とは、１大学１サイトでの契約条
件が合意されています（電子ジャーナル・
タスクフォース設立の経緯、活動について
は第３回でお話しいたします）。

 

５．教育研究環境の維持発展のために

　新しくリンク集に加わるタイトルが大幅
に増えていく一方で、毎年幾つかのタイト
ルが利用できなくなっています。
　電子ジャーナルのアクセスに必要な冊子
の購読中止、電子ジャーナルの有料化やア
クセス範囲の制限などの契約条件の変更が
主な原因です。
　図書館側では、購読タイトルの調整・出
版社との交渉等に一層力を入れていきます
が、利用できなくなるタイトルを最小限に
抑え、東京大学で利用できる学術情報資源
を充実させていくために、今後とも先生方
にはご理解とご協力をお願いいたします。

　最終回は、電子ジャーナルの経費負担の
しくみと将来像について、より広範な観点
からお話したいと思います。

※１　ejournal＠ lib.u-tokyo.ac.jp
※２　http://ejournal.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/

柏フロンティアメディアセンター（仮称）の新築工事開始！
附属図書館

 柏フロンティアメディアセン
ター（仮称）の新築工事がこの７月
から始まりました。現在抗打ち等
が終了し、鉄筋型枠が出来たところ
です。
　柏キャンパスは JR柏駅からバス
でおよそ２０分程度の柏市郊外に位
置しています。キャンパスには、新
領域創成果科学研究科の他、２研究
所、４センターが移転する予定です。
　柏フロンティアメディアセンターは柏キャンパスの中心的図書館として、大学院生
を主対象としてサービスを行うとともに、自動化書庫により自然科学系バックナン
バーを本郷、駒場両キャンパスから移送し、全学への電子的ドキュメントデリバリー
サービス（e-DDS）を行う全学資料共同利用センターとしても運営される予定です。
完成は来年の春を予定しています。

（平成１５年９月９日撮影）
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「附属図書館ホームページ」（URL: http://www.lib.u-tokyo.ac.jp/）もご覧ください。

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 編 集 室 だ よ り ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇
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武居（滝澤）総子・小野澤さわ子・小山憲司・高橋 努
東京大学附属図書館発行　〒１１３-００３３ 東京都文京区本郷７�３�１　電話 ０３  （５８４１）  ２６１２

　大学図書館は、学術情報が発信者から利用者へと手渡される、そのお手伝いをするとこ
ろなのだと思います。膨大な量の情報の中でその人が必要とする情報のもとへと素早く確
実に辿り着けるようにほんのちょっとでもお手伝いができれば、というのが図書館で働く
1人としての理想なのですが、現実にはお手伝いどころか学術情報をとりまく環境の急激
な変化に目を回している日々。いつかもっとゆとりを持って広く長い視野で学術情報の世
界を見渡せるようになるといいのですが。（小野澤）

附属図書館秋の特別展示会について
テーマは「博覧会から見えるもの」

博覧会についての連続講演会があります

　今年の特別展示会は、総合図書館所蔵の１８世紀末から１９世紀にかけての万国博覧
会コレクションをもとに、学内部局所蔵の博覧会関係資料も展示し、いくつもの切り
口から改めて「博覧会」というものを見直します。
　また記念講演会は、本学の５名の先生方にそれぞれのご専門から博覧会について
語っていただく、盛りだくさんの連続講演会を企画しました。ご期待ください。

展示会
　会期：平成１５年１１月１２日 （水） ～１１月２６日 （水）（土・日曜日・祝日も開催）
　　　　　９時～１９時（入館は３０分前まで）
　会場：総合図書館３階ホール

連続講演会
　講　師：能登路雅子　教　授（総合文化研究科）　１１月１２日 （水） １６時～１７時３０分
　　　　　 「１８９３年シカゴ博覧会と日本」
　　　　　藤森　照信　教　授（生産技術研究所）　１１月１３日 （木） １６時～１７時３０分
　　　　　 「博覧会と国際建築交流－大工山添喜三郎とフランク・ロイド・ライトの場合」
　　　　　吉見　俊哉　教　授（社会情報研究所）　１１月１７日 （月） １０時３０分～１２時
　　　　　 「近代日本と万博幻想：植民地主義から開発主義へ」
　　　　　今橋　映子　助教授（総合文化研究科）　１１月２５日 （火） １６時～１７時３０分
　　　　　 「使命と旅愁のはざまに－１９００年パリ万博と日本人留学生たち」
　　　　　木下　直之　助教授（人文社会系研究科）１１月２６日（水）１０時３０分～１２時
　　　　　 「湯島聖堂博覧会と内国勧業博覧会」
　会　場：総合図書館大会議室（西口事務入口）

問合せ先　　情報サービス課参考調査掛　電話０３（５８４１）２６４７




